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責任あるサプライチェーンの構築を目指した人権尊重の取り組み

‐「食品企業向け人権尊重の取組のためのセミナー」‐

2024年11月18日（月）
味の素株式会社
サステナビリティ推進部



Copyright(C)AJINOMOTO CO., INC. All rights reserved. 2

１．味の素グループのご紹介
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１．味の素㈱グループのご紹介

アミノサイエンス®で人・社会・地球のWell-beingに貢献する

調味料・食品

冷凍食品 ヘルスケア等

味の素ビルドアップフィルム®

味の素AGF社 コーヒー製品 タイ：缶コーヒー「Birdy®」
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１．味の素㈱グループのご紹介

＜EMEA>
Europe（ヨーロッパ）
Middle East（中東）
Africa（アフリカ）

・グループ全体売上の６割超が海外
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１．味の素㈱グループのご紹介

24の国に
116の工場
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１．味の素㈱グループのご紹介

事業展開の考え方：
「地産地消」型ビジネス
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１．味の素㈱グループのご紹介

＜責任あるサプライチェーンの構築＞

味の素グループの事業は、安定した食資源と、
それを支える豊かな地球環境の上に成り立っ
ています。

企業の責任として、人権、気候変動、生物多
様性など多岐にわたる課題に対処した持続可
能なサプライチェーン構築に向け努力する必
要があります。
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２．「ビジネスと人権」に関する世界の状況
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２．「ビジネスと人権」に関する世界の状況
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２．「ビジネスと人権」に関する世界の状況

・推定2,800万人が強制労働を課せられ、その数が2016年以降300万人増加

・児童労働に従事している子どもの数が過去4年間で840万人増加して世界で1億6,000万人

出所：ユニセフ(国連児童基金)と国際労働機関(ILO)『児童労働：2020年の世界推計、傾向と今後の課題

(原題：Child Labour: Global estimates 2020, trends and the road forward)』（2021）

・児童労働に従事する5歳から11歳の子どもの数が大幅に増加

・有害な可能性が高い危険な仕事に就いている5歳から17歳の子どもの数は7,900万人

・児童労働に従事している子どもの70％(1億1,200万人)は農業部門が占めている

・児童労働をしている5〜11歳の子どもの28％近く、12〜14歳の子どもの35％が学校に通っていない

出所：国際労働機関(ILO)、ウォーク・フリー財団及び国際移住機関『現代奴隷制の世界推計』（2022）

・強制労働に従事する人の86%が民間部門に属している

・強制労働が課せられている女性と女児の数は1,180万人で、そのうち330万人が子ども

・移民労働者は非移民の労働者に比べ、強制労働が課せられるリスクが3倍以上
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２．「ビジネスと人権」に関する世界の状況

出所：経済産業省『責任

あるサプライチェーン等におけ

る人権尊重のための実務参

照資料』（別添１）参考

資料（2023）
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日本の「ビジネスと人権」に対するガイドライン

出所：日本政府『責任あるサプライチェーン等における人権尊重のためのガイドライン』（2022）

農林水産省『食品企業向け人権尊重の取組のための手引き』（2023）

２．「ビジネスと人権」に関する世界の状況
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３．企業の人権尊重責任
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世界共通のアクション_ 国連「ビジネスと人権に関する指導原則」（UNGPs）

人権方針の策定

人権デュー・ディリジェンス

救済へのアクセス整備

３．企業の人権尊重責任
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３．企業の人権尊重責任

国際基準にもとづく「企業が尊重すべき人権」（主な項目）

出所：農林水産省『食品企業向け人権尊重の取組のための手引き 参考資料編』（2023）

日本における「人権侵害」の代

表例は差別やハラスメントだが、

国際的には多岐にわたる
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３．企業の人権尊重責任

国際基準にもとづく「企業が尊重すべき人権」（責任範囲）

直接取引先
原料産地から消費者に至る迄の

間接取引先

・責任範囲は自社はもちろん、直接取引先を越えてバリューチェーン全体におよぶ

国際基準にもとづくと

左記の範囲全体に対して

人権リスク軽減に取組む

責任がある自社
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４．味の素グループの「ビジネスと人権」」取組実例
‐主な方針、全体像と体制ｰ
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４．味の素グループの取組実例＜‐主な方針、全体像と体制ｰ＞

１

ステークホルダーとの対話・協議を重視2

『ビジネスと人権に関する指導原則』に則る

３ 網羅と深堀の２面で取組み

・企業の人権尊重責任（人権方針、人権デュー・ディリジェンス、救済）に基づき活動

・自社オペレーションが（直接・間接的に）人権に与える負の影響を知る
・外部専門家（NGO、NPO）国際機関、評価機関等との対話・協議を通じ活動を確認

・直接取引先を網羅的に把握する「網羅性」と、高リスクな原材料や事象に関わるステー
クホルダーと対話を行う「深掘性」の２面で取組み



Copyright(C)AJINOMOTO CO., INC. All rights reserved. 19

４．味の素グループの取組実例＜‐主な方針、全体像と体制ｰ＞

人権課題を共有し一緒に改善できる信頼できるパートナー作り

・サプライチェーン上のステークホルダーと共に持続可能なサプライチェーンを構築

４
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・味の素グループのマテリアリティ_６つの重要なテーマに人権を明記

持続可能な地球環境の実現

食を通じたウエルビーイングの実現

先端医療・予防への貢献

スマートソサエティ進化への貢献

経営基盤の強化

４．味の素グループの取組実例＜‐主な方針、全体像と体制ｰ＞

多様な価値観・人権の尊重
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４．味の素グループの取組実例＜‐主な方針、全体像と体制ｰ＞

・人権尊重を含めたESG・サステナビリティの取り組みは、取締役会の監督のもと、
経営会議の下部機構であるサステナビリティ委員会と経営リスク委員会を中心に推進

※ 味の素グループ内の人権課題につ

いては企業行動委員会およびその下

部機関である人権専門委員会を中

心に取り組みを推進しています

『持続可能な調達』に関わる

サプライヤーマネジメント取組を

調達部門と協働して検討。
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４．味の素グループの取組実例＜‐主な方針、全体像と体制ｰ＞

・国連「ビジネスと人権に関する指導原則」（UNGPs）に基づく取組を推進
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４．味の素グループの取組実例＜‐主な方針、全体像と体制ｰ＞

・味の素グループ「ビジネスと人権」取組みロードマップ
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５．味の素グループの「ビジネスと人権」」取組実例
‐人権に関するポリシー類ｰ
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1. 差別の排除（人種、民族、国籍、宗教、信条、出身地、性別、年齢、障がい有無、LGBT等の差別、ハラスメント）

2. 児童労働、強制労働の禁止
3. 労働基本権の尊重
4. 適切な賃金支払いおよび労働時間の管理
5. 安全な職場環境の確保と健康増進の支援（労働安全衛生）
6. ワークライフバランス実現の支援
7. ダイバーシティの向上や包摂的な社会づくりへの貢献（DE&I)
8. 個人情報の適正な取扱い

大前提：健康危害を起こさない安全な製品の提供

５．味の素グループの取組実例 ＜人権に関するポリシー類ｰ＞
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５．味の素グループの取組実例 ＜人権に関するポリシー類ｰ＞

・国際基準を参照、取締役会・経営会議の承認を経て発表。
・お取引先様説明会で協働を依頼
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５．味の素グループの取組実例 ＜人権に関するポリシー類ｰ＞

・「サプライヤー取引に関するグループポリシー」の 7つの期待事項に対し、
お取引先様に求める具体的な行動を定め、必須項目または発展項目に分類
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５．味の素グループの取組実例 ＜人権に関するポリシー類ｰ＞
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６．味の素グループの「ビジネスと人権」取組実例
‐人権デュー・ディリジェンスｰ
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６．味の素グループの取組実例 ＜人権デュー・ディリジェンス ＞

人権デュー・ディリジェンス

救済へのアクセス整備

人権方針の策定
◎自社事業、サプライチェーン及びその他のビジネス上の関係に

おける、実際または潜在的な人権への負の影響を特定、防止、
軽減するとともに、これら負の影響へどのように対処するかに
ついて説明責任を果たすために企業が実施すべきプロセス

出所：農林水産省『食品企業向け人権尊重の取組のための手引き』
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・負の影響の特定と評価→予防と是正（「網羅」と「深堀」の２面で取組み）

６．味の素グループの取組実例 ＜人権デュー・ディリジェンス ＞

A.直接取引先（原料･包材･設備･廃棄物処理など） B.特に人権侵害リスクの高い原材料や事象

「サプライヤー取引に関するグループポリシー
ガイドライン」順守状況質問票（QAPS）

まずは日本の取引先を

対象に実施。

今後、段階的に

海外への展開予定

質問票依頼、回収と分析

高リスク取引先を特定

訪問して対話（影響評価）

外部の国別人権リスクデータベース

当社の国別原材料購入金額

・NGOやNPOとの対話を通じたリスク特定
・対処すべき事象（対象）の優先順位付け

対処すべき事象（対象）へのアプローチ

サプライチェーン上のステークホルダー・
ライツホルダーと対話（影響評価）

予防・是正取組

予防・是正取組
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６．味の素グループの取組実例 ＜人権デュー・ディリジェンス ＞

A.直接取引先（原料･包材･設備･廃棄物処理など）

上流 ← サプライチェーンイメージ →下流
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６．味の素グループの取組実例 ＜人権デュー・ディリジェンス ＞

A.直接取引先（原料･包材･設備･廃棄物処理など）

汚職・賄賂などの禁止 反社会的勢力との関係根絶 適切な賃金の支払い

優越的地位の濫用 不正行為の防止と早期発見 労働時間の適正管理

不適切な利益供与および受領の禁止 人権の尊重 従業員の団結権の尊重

競争制限的行為の禁止 強制的な労働の禁止 救済へのアクセスの確保

知的財産の尊重 児童労働の禁止 職場の安全確保

適切な輸出入管理 差別の禁止 施設・職場環境の管理

情報公開 非人道的扱い・ハラスメントの禁止 職場・施設の衛生

「サプライヤー取引に関するグループポリシーガイドライン」順守状況質問票（QAPS）による確認事項
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６．味の素グループの取組実例 ＜人権デュー・ディリジェンス ＞

＜評価結果の内、リスクが高い項目の分析＞

A.直接取引先（原料･包材･設備･廃棄物処理など）

2022年度の調査では主に食品原料と包材の一次購入先を対象。
調査を実施した998社のうち938社から回答回収（回収率92％）。

53%の取引先が必須要請項目に対して十分に対応できていることを確認。
22%の取引先がリスクが高い項目について対応に改善の余地があった。

リスクの特定
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６．味の素グループの取組実例 ＜人権デュー・ディリジェンス ＞

A.直接取引先（原料･包材･設備･廃棄物処理など）

結果のフィードバックと改善に向けた依頼

◎回答企業（個社ごと）に、評価概要と個社のリスク状況を示した『サプライヤー取引に関する
グループポリシーガイドライン順守状況調査 概要報告』を送付

◎取引先説明会をおこない調査結果を報告

◎リスクが高い項目について改善余地がある取引先を対象に
個社ごとに対話を実施 → 是正・改善を依頼

課題を共有し一緒に改善できる信頼できるパートナー作りを目指す

影響評価・予防
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６．味の素グループの取組実例 ＜人権デュー・ディリジェンス ＞

上流 ← サプライチェーンイメージ →下流

B.特に人権侵害リスクの高い原材料や事象

日本の外国人労働者
（主に技能実習生、特定技能）

優先的に確認

優先的に確認
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出所：経済産業省『責任

あるサプライチェーン等におけ

る人権尊重のための実務参

照資料』（別添１）参考

資料（2023）

＜赤い線＞

味の素Gの重点原料のグローバルサプラ

イチェーンおいて（一般論として）深刻

な人権リスクが指摘されている

６．味の素グループの取組実例 ＜人権デュー・ディリジェンス ＞

リスクの特定
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６．味の素グループの取組実例 ＜人権デュー・ディリジェンス ＞

※評価対象としたリスク；児童労働、適正賃金、適正な労働時間、差別、

結社の自由、現代奴隷、労働安全衛生、土地争奪

B.特に人権侵害リスクの高い原材料や事象

リスクの特定

人権リスクの高い原材料サプライチェーン
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６．味の素グループの取組実例 ＜人権デュー・ディリジェンス ＞

＜海外サプライチェーン点検について＞

1. （前ページの）優先順位付け
2. 渡航前デスクトップ調査（現地法や点検すべきリスク確認）
3. 直接取引先（一次サプライヤー）に協働を依頼→サプライチェーンを紹介頂く
4． 追える範囲のサプライチェーン関係者に対し対話アポイント
5. 現地の有識者（NGOや政府機関、国際機関）と対話アポイント
6. 現地渡航→NGO/NPOと共に訪問対話。人権侵害の影響評価実施
7. 帰国後→NGO/NPOにより評価結果「報告書」を受領、対話
8. 報告書を開示
9． 人権リスク軽減に向けた活動を検討

影響評価・予防

B.特に人権侵害リスクの高い原材料や事象

点検は繰り返し継続して実施する

人権リスクの高い原材料サプライチェーン
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６．味の素グループの取組実例 ＜人権デュー・ディリジェンス ＞

＜点検時のポイント（例）＞

・ライツホルダーが働く現場を見て対話を行う
・現地の法制や歴史、文化風習（※）に基づく考え方を知る
・国際的に認められた人権や味の素グループの人権ポリシーを伝える → 予防要素
・国際基準に照らして、同行する人権専門家（NGOなど）がリスクを評価

※サプライチェーンの上流では、農家に雇用されている移民や少数民族の収穫労働者が働いているケースも多い

影響評価・予防

B.特に人権侵害リスクの高い原材料や事象

課題を共有し一緒に改善できる信頼できるパートナー作りを目指す

人権リスクの高い原材料サプライチェーン
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６．味の素グループの取組実例 ＜人権デュー・ディリジェンス ＞

＜強制労働リスクを確認する質問例＞

（出所）農林水産省『食品企業向け人権尊重の取組のための手引き』 別添１

強制労働を禁止するコミットメントを指針や文書等で表明していますか？
事前の通知をすれば労働者が自由に退職できる権利を保障していますか？
雇用条件や労働者の権利は書面にてわかりやすく提供していますか？
パスポートなど労働者の身分証明書の原本を本人の意思によらずに保管・没収していませんか？
企業が労働者の身分証明書を保管している場合、労働者の真正な要請と同意に基づくものですか？
労働者は身分証明書をいつでも自由に利用できますか?
 仲介手数料や預託金、債務の返済などにより、本人の意思に反して働かざるを得ない労働者はいませんか?
 トイレや水分補給など、労働者の移動の自由は保障されていますか？
強制労働の事案が発見された場合、効果的な救済措置を実施していますか？

B.特に人権侵害リスクの高い原材料や事象 人権リスクの高い原材料サプライチェーン
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６．味の素グループの取組実例 ＜人権デュー・ディリジェンス ＞

農家と収穫労働者は別。

収穫労働者は他地域から

の短期（季節）労働者

インドネシア：サトウキビ（2023年）



６．味の素グループの取組実例 ＜人権デュー・ディリジェンス ＞

搾油工場（ミル）と

精製工場に分かれる

農家はマレーシア人。

収穫労働者はインドネシア人

など移民労働者が多い。

収穫物の集配や労働者派遣

を担う「コレクションセンター」と

いう機関が存在する。

マレーシア：パームヤシ（2024年）
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６．味の素グループの取組実例 ＜人権デュー・ディリジェンス ＞

B.特に人権侵害リスクの高い原材料や事象 人権リスクの高い原材料サプライチェーン
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B.特に人権侵害リスクの高い原材料や事象

2024年 米国「人身取引報告書」 日本に関する評価 抜粋（下記）

・人身取引撲滅のための最低基準を十分には満たしていない

・技能実習制度における移住労働者については、労働搾取を目的とした人身取引の兆候

・技能実習制度において、政府と送り出し国との協力覚書は、借金を理由に技能実習生を
強要する主な要因の一つ

出所：U.S. Embassy in Tokyo ホームページ（日本語訳）

６．味の素グループの取組実例 ＜人権デュー・ディリジェンス ＞

リスクの特定

日本の外国人労働者
（主に技能実習生、特定技能）
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６．味の素グループの取組実例 ＜人権デュー・ディリジェンス ＞

＜味の素グループで働く技能実習生、特定技能外国人について＞

1. 技能実習制度に運用に伴う人権リスクを把握（就業環境や採用時の費用負担など）
2. グループ内で受け入れている外国人技能実習生・特定技能外国人の把握 → 3社6工場
3. 監理団体、登録支援機関へ訪問
4. 受け入れ企業訪問。外国人技能実習生・特定技能外国人と対話
5. 就労現場や住居環境を確認 ＊職場で働く雰囲気確認もポイント
6. 受入企業の担当者と対話

影響評価・予防

B.特に人権侵害リスクの高い原材料や事象
日本の外国人労働者

（主に技能実習生、特定技能）

課題を共有し一緒に改善できる信頼できるパートナー作りを目指す
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「人権影響評価報告書」（HP上で開示） サステナビリティレポート、統合報告書

インドネシアーサトウキビ ベトナムーコーヒー豆

６．味の素グループの取組実例 ＜人権デュー・ディリジェンス ＞

・情報開示と教育
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６．味の素グループの取組実例 ＜人権デュー・ディリジェンス ＞

・情報開示と教育

人権専門家（NGO、国際機関等）、ESG評価機関、弁護士等との対話を行い、活動を省みる

＜実施した対話の一部を抜粋＞
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６．味の素グループの取組実例 ＜人権デュー・ディリジェンス ＞

・情報開示と教育

「ビジネスと人権」教育動画

2024年10月 海外展開
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７．味の素グループの「ビジネスと人権」取組実例
‐救済へのアクセスｰ
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７．味の素グループの取組実例 ＜救済へのアクセス整備→グループ従業員と直接取引先＞
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７．味の素グループの取組実例 ＜救済へのアクセス整備 → 社外全般（日本）＞

「お客様の声」

製品や会社へのご意見やご要望のほかに
品質･安全安心（健康危害や法令違反等の重
大なトラブルにつながる恐れのあるもの）に
ついても受付を行い、対応実施。

※16ヵ国において運用中（2024年現在）
※お客様が緊急を要する際に休祝日含め365
日アクセスできる緊急窓口を設置

＜2023年度（意見や感想、情報提供）＞

味の素（株）件数：20,954件

味の素グループ国内食品3社※計の件数：
34,644件

※ 味の素（株）、味の素冷凍食品（株）、味の素AGF（株）
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７．味の素グループの取組実例 ＜救済へのアクセス整備 → 社外全般（日本）＞

出所：一般社団法人 JP-MIRAI
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